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カ シ ミール大学 所 蔵 ・写 本 疊
Pα 癜 肋 α盈 α朋 α3碗gzα 乃α
に 関す る報 告
田 中 典 彦
Pα4δr∫加励αr〃7α3磁9薦乃α はAD.500年 頃 の人 であ る とされて い る
Praｧastapadaに よって書かれたvaisesikasutraに 対する最 も初期の註釈書で
ある。 この書は5切7α の内容に種々なる体系的思想を与xて いる。 就中,勝
論派の中心的思想である六句義に明確な規定を施 している。 この六句義が以後
のこの派の基礎的学説 として考え られ,y傭 θ磁 α派の哲学研究には欠かすこ
とのできない聖典 と見なされている。
今ここに紹介するカシミール大学所蔵の ρα磁π勿励α翩 衂磁gr盈 α は昭和
54年 に仏教大学カシミール仏教総合研究の一貫 として派遣されたカシミール仏
教調査隊が写真版 として将来したManuscriptで ある0調 査隊はスリナガル残
存のイン ド学文献資料目録を入手 し,整 理中であるが,そ の中には歴史書や文
学関係の書が数}ら れるが哲学,思 想的な資料は稀である。特にこのMS.は
この目録にも見当 らないものである(目 録に関しては仏教大学研究紀要64号 に
1部 紹介 した)。
MS.はBirch-barkで40葉,縦 約24cm,横 約16cmで あ り,既 にノー ト風
のとじの形をとっている。記述文字は6aradaで ある。行数は15,16,17行 を
主としているが,統 一されていないようである。字体および写本の様式等か ら
MS.の 年代考証がされねばならないが,い ずれMS.の 全文 と共に公表するつ
も りである。劈頭の序偈を含めて約6行 が欠損されているのが残念であるが,
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MS.を 用 い て 研 究 した 人 の も の で あ ろ う と 思 わ れ る 註 記 も欄 外 に 散 見 す る こ
と が で き 興 味 深 い 。 現 在 こ のMS.の 全 体 を 明 らか に す べ く研 究 中 で あ る が,
以 下 に 示 す よ うに,こ れ ま で 公 刊 さ れ て い る も の と の か な りの 相 異 が 見 出 さ れ
る 。.一 ㌔鹽 一 ㌃ ・ ＼ 丶
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こ れ ら の 刊 本 の 中,ChSS,KSS,GJG,SBLの4本 と のVariantsを 示 し
な が ら本MS.を 以 下 に 報 告 す る。 紙 幅 の 都 合 で5葉 の 報 告 に と ど め,後 の 機
会 に 完 全 な 形 で 公 表 した い 。 報 告 に 当 っ て は で き る 限 り写 本 の 原 形 に 近 い も の




















































































































































































































































































a,b:aは 写本表,bは 写本裏 を表わす。
[]:写 本では不明瞭で読破困難 であ るが,可 能態 としての形を示す0
+:文 字の存在を認め るが読解不可能であることとその字数を示す。
※ .:写本中に欄外 補充のある場合。・
マー:写 本自体が何かの都合で この記述に してある部分。、「
















